
坂井市脱炭素ロードマップ策定支援業務委託 公募型プロポーザル審査結果 

 

１．プロポーザルの審査方法 

坂井市脱炭素ロードマップ策定支援業務委託公募型プロポーザル選定委員会において、事前に定めた下

記の評価基準により総合評価を行い、最優秀提案者を選定した。 

 

２．プロポーザルの経過等 

（１）プロポーザル公告 令和５年５月１日（月） 

（２）参加表明書の提出期限 令和５年５月１７日（水） 

  ・参加表明書提出者  ４社 

（３）企画提案書等の提出期限 令和５年５月１９日（金） 

  ・企画提案書等提出者 ４社 

３．評価項目と配点 

審査項目 審査の着眼点 配点 

実施体制・実績 業務実績 同種または類似の業務実績を過去３年以内に有して

いることなど、経験や知見が豊富であり、質の高い

成果を上げているか。 

１０ 

実施体制 事業を実施する上で十分な体制であるか。 

また、業務を円滑かつ効果的に実施できる体制であ

るか。 

５ 

配置予定技術者が有

する資格、実績 

事業を的確に遂行するための人員確保や人材の配置

が期待できるか。 
５ 

企画提案の内容 事業への理解度 事業の趣旨を十分に把握し、策定方針が本市のイメ

ージする方向性と合致する提案がされているか。 
１０ 

地域の特性・課題の整

理 

本市の特性・課題を踏まえた提案がされているか。 
１５ 

温室効果ガス吸排出

量の調査・推計 

本市の政策動向や関連計画を踏まえた２０５０年度

までの温室効果ガス吸排出量の調査・推計の適切な

検討手法が提案されているか。 

５ 

再生可能エネルギー

の賦存量・利用可能量

調査・推計 

本市における再生可能エネルギーの導入状況やポテ

ンシャルを踏まえ、事業の趣旨や目的と合致した適

切な調査計画であり、より詳細で具体的な調査手法

に基づく推計値等が示された提案がされているか。 

５ 

将来ビジョン・脱炭素

シナリオの作成及び

実現に向けた目標の

算定 

独創的で斬新なアイデアにより将来ビジョンや脱炭

素シナリオが示され、その実現の目標に向けた効果

的な施策提案がされているか。 
１５ 

地域脱炭素実現のた

めに必要な政策及び

重要施策に関する構

想の策定 

地域の現状や課題、特性や資源などを的確に把握し、

それらを本市の脱炭素実現のために、十分に考慮し

た実現可能性の高い構想の提案がされているか。 
１５ 



地域脱炭素関連事業

推進体制の構築につ

いて 

再生可能エネルギーを導入することによる、本市の

地域の経済・社会にもたらす効果等の分析や事業推

進を構築するための検討の提案がされているか。 

５ 

事業実施スケジュー

ル 

事業遂行過程が明確にスケジュール化され、提案内

容との整合性が図られているか。 
５ 

事業費 参考見積書の妥当性 見積内容及び妥当な見積価格が提示されているか。 ５ 

合計 １００ 

 

４．プロポーザル選定委員会 

（１）日程 令和５年５月２６日（金） 

（２）評価方法 提出された企画提案書等の内容審査及びプレゼンテーション審査、総合審査を行い、最優秀

提案者を選定した。 

（３）審査委員 ６名 

 

５．審査結果 

業者 評価点合計 

株式会社エックス都市研究所（最優秀提案者） ４４７点／６００点 

株式会社建設技術研究所 福井事務所（次点提案者） ４４２点／６００点 

C ３８８点／６００点 

D ３３７点／６００点 

 

６．審査講評 

 今回のプロポーザルでは、各社とも多数の脱炭素関連計画作成等の業務実績があり、また、管理技術者も十

分な実績及び業務経験を有していた。 

 最優秀提案者である「株式会社エックス都市研究所」は、業務実績、管理技術者等の人員配置および実施体

制について、次点提案者である「株式会社建設技術研究所 福井事務所」よりやや劣ったものの、業務毎のス

ケジュールの明確さおよび温室効果ガスの排出削減および再エネ導入の目標設定において本市の地域特性お

よび地域課題等を反映した重点プロジェクトが提案されている点が高く評価された。 

 最後に、本プロポーザルに参加され、貴重な時間と労力を費やし、真摯に取り組みいただいたことに敬意を

表するとともに、心より感謝申し上げ、報告とする。 


